
トの胎児や初生児の所見に近似するところも多い｡約 ･

脱却に縦比ないし縦位に近い斜位裂紋を示すのは Mf,

Mcおよび Miで.Mm は肪部以下で縦比を示す傾向

が強いが,ヒト胎児や成人でほ乳gl斑以下で仇仕裂松を

示す｡体幹珊印の杭位製紙ははばヒトのものに湖似し,

Mm.Mcおよび Miでは体側まで広がる机 MEでは

一般に布柱部に限られる｡休肢では.Mf,Mcおよび

Mmの前腕部に斜位裂緑が現われ, また Mfの膿前田

に皮膚の稔能適応が現われている｡

霊長類の二足歩行時における下肢筋の

活動様式に関する筋電図的比較研究

石田英突 く京大 ･理 ･自然人類)

道立二足,歩行の起源と進化について定説はない｡その

究明には化石正長知及び現生FiLi:F<翔Iのロコモーションに

関する詳細な研究が必-AEである｡邦E･ほとくにニホンザ

ルについて.そのパイペグリズムの分trr,考察を行なう

とともにヒトの出立二足歩行との比較を試みた｡

1)ニホンザルのロコモーション様式

ニホンザルのロコモーション様式は野外での放水 (忠

21高原A群)からも,下肢筋の椛成からも四足型 (qua･

drupedalism)といえる｡ しかし宮崎爪事由の群れを旭

察すると二足非行を自発的におこなう恨力を有すること

がみとめられる｡これらは主としてヒトの与えた餌が原

因となって誘発されている｡

2)ニホンザルの二足歩行における肪活動

設定課題 C.サルの生理学的適応能

ニホ ンザルの発熱反応1)

中山昭雄 ･掘哲郎 (名大 ･医 ･生租)

永坂鉄夫 (名大 ･環境医研)

丑企尋災 (語長研)

只木英子 (金城大 ･家政 ･体育)

ニホンザルを寒冷環境 (5oC)におくと平均皮膚温は

環境温にはば比例して下降し,酸素消r2丘は安榊寺の代

謝の2倍以上に増加して,体熱の平衡をとるため直腸温

はほとんど変化しない｡皮府温の低下は手と足で大き

く,頭取 躯幹ではわずかである｡すなわちニホンザル

の対寒反応ははばヒト･イヌと同じ程皮に発現する｡

宝温35oC以上の温環境では組織のコンダクタンスは

かなり糊加するが,バンティングによる気道水分放散の

相加はなく,発汗も柾めて軽故で,熱平衡を保つことが

できない｡-d脱祖は上昇して400を越え,平均皮府弧と

I)ニホンザルの先払について.卯16回プT)マーチス研

究会 (1972)｡

二足歩行の姿勢は服幹部が的fTlした中腰迩85･であり.

スタンスJm,スイング)g)を皿じてヒザm肺は冊に股間肺

より前方にある｡肪TE図により下肢筋の所動をしらべる

とスタンス糊において申L71筋,外C1IL広汎 大腿二gl筋,

駒舵冊J% 脚脱肪のすべてが同Jn迎続して77;･勤し,スイ

ング糊には前肥やが強く働いている｡さらに詳しくみる

とrP殿茄.大腿二頭筋が同3m的に放く働き,その活動の

中心はスタンス糊の前中期にある｡外側広筋はスタンス

期の後期により強く働きまた併股筋が中殿筋,大腿二頭

筋と外81Tl広筋のいづれにも同期的に働いている｡

このようなパターンは四足非行時のそれと酷似してい

る｡すなわちニホンザルの二足歩行は五本的には四足S･

行の扱横をそのまま利用することによりなされるのでは

ないかと思われる｡

3)ヒトの直立二足歩行との比較

ヒトのロコモーション様式は直立二足歩行型であり,

下肢筋の_gi'正比もニホンザルとは全く異なっている｡ヒ

トではスタンス小川に即 吟,大腿,下腿の軸が歩行面上

からの垂正線上にほほ並び.股 ･膝関節が伸びているこ

とがニホンザルの26･きガと界なる｡またスタンス期の下

肢筋もニホンザルとうでなり各筋がある-P.Ij.卿このみ働

杏,相対的にその活動は7,vL(弓ilである｡胴JJ-への推進力は

ヒトの切分スタンス)g]の捜JUlに下腿三ql茄の比較的強い

活動にともなうJlのIL-cmにより1FItpられる｡この場合下肢

は "propulsivestrut●'として働いており.ニホンザル

で下肢が ''propulsivelever'' としてより取nrI･な役割を

抗ずる級川とはかなり只なっている｡

の差は10C以内となり,それに加えてモンキー椅子上で

はしばしばあばれるためにより伏臥が上ft･し,怨敵に危

険な状態に陥る (Nakayamacta1..1971)｡〔l然B3境に

おいて日中気･Aiが35oCを越えるような場合,おそらく

サルは木蔭や水を求めるなどの行刑によって肘,FAをLlUl,価

するものと想像される｡しかし.掛川.rLJH淡による発紺.li

にはサルはどのような･in圧1jt応を示すのであろうか｡と

れを父放的に枚対した｡

火映は昭和46隼6-7月に行なった｡用いたサルはオ

ス7匹 (休氾9.0-14.2kg)である.?.lWl奇12,18,38,

64,78.宮仁も25,三方29.モンキー椅子にのせ,手首と

足廿を半間定した｡室温は26土loCである｡

酸累消Tf星は換気法によりペックマン快諾分析計E-

2型でmll定した｡測定法の詳細はすでに報告したが (掘

他, 1971), 換気は20L/分, 15分ごとに5分間採災し

た｡気道からの水分放散正は環境弧にかかわらずはば一

定であることが先の実験から明らかなので,これを代謝
丘の8C/Oとした｡呼吸抑 ま0.83とした｡
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皮)Hmは頭,胤 乱 腕,辛,大腿,下腿.足の8カ

所で飼 ･コンスタンタン熱電対によって測定した｡

体袈両税および平均皮膚温の井出は別に報告した式

(Horicta1..1972)によった｡節Ⅰ誘導の心電図を記録

した｡光組物5号として用いたのは北里研究所数のALETjチフ

ス･パラチフス混合ワクチン(TPV)で,そのlJd中台

和尚故は脳チフス菌10×108,パラチフスA菌2.5×108,

パラチフスB菌2.5×108である｡体蛮あたり0.04-0.95

月J/kg前腕の静脈から注入した｡反Et投与すると動物に

耐性が生することが知られているので1匹のサルに1回

の投与にl敬った｡

卯1図はTPV静注 による直腸温の時間的経過 を示

す｡0.0如L/A･gはウサギで典型的な発熱をおこすのに充

分な丘であるが,サルでは全く効果がない｡0.28mE/kg

で1時間後にわずかに上昇を示したが,0.35mE/kgで約

0.7oC,0.43JrE/kgでは1.4oCの上界を示した｡ しかし

0.95mE/kgという大丘ではかえって下降した｡ ウサギで

見られるような2峯性の4時間以上にわたる発戯曲紋は

得られなかった｡しかし光軸が微弱であるにしろ.図の

如く明らかに dose･responseを示した｡

0.438l/L･g投与した高崎-78号の皮膚温変化を節2図

に示すO皮府弧の低下は手と足において著明でその相和

的経過は出Aib弧と丁皮逆向きで,手足における放熱の減

少が体温上州こ関与することを示している｡

同時に測延したこのサルの産熱皿.組拙コンダクタン

ス.砿脳弧の変化は卯3図の如くである｡TPV投与後

30分で代湖は約500/o糊加した｡産熱Llの増加は短柑 LuL

Min

L-1

M上n

R

28
仰

3

38
0 30 60 90 は0 150

第2回 チフス･パラチフス混合ワクチン (TPV)

静注後の正腸温と皮膚温｡室温26士loC｡

か持続しないが, この座敷の増加が,組織コンダクタン

スの低下とともに体温上昇に一役買っていることは確実

である｡

0 30 60 90 ほ0 150 180 210

餌1図 チフス･パラチフス混合ワクチン (TPV)静注後の直腸

弧の変化(△T)0Dose･responseを示す｡
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以上の結果に見られるように,日本ザ

ルにおいてはTPVによる発熱は極めて

癌故であるけれども,避冷曝露時と同様

の生班的反応すなわち末梢血J77の収縮と

代謝の増加によっていることから,これ

が生n7.的な反応 であることは疑 いがな

い｡しかしヒトやウサギ (Grant,1949)

の場合と比較して,なぜこのようにわず

かな発親しか生じないのであろうか｡

ヒトを除く謡長餌は発熱物質を静脈内

投与してもあまり発効しないことが知ら

れている｡たとえばアカゲザルではチフ

ス函10-12野/kgを静注しても全く休弧

の上昇を見ない(Sheagremeta1.,1967)0

しかし, Pongidaeでは放い発熱を示

す｡チンパンジーでは白血球は少の他に

臨床症状も見られ,注射後最初の1時間

で1.5oCの上昇を示す｡しかしこのよう

な発熱を示すにはヒトの場合の40倍もの

丘を投与しなければならない (Tullyet
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第3図 チフス･パラチフス混合ワクチン (TP

V)静注後の産熱正.組織コンダクタンス.砿腸温｡

宝温26土loC0

a1..1965)｡チフスワクチンによる発熱に関する限り,

日本ザルはアカゲザルとチンパンジーの問に位にするよ

うだ｡

ところで一般に発熱の過程には次の3段隅がある｡先

ず(1)m菌が投入しこれが白血球などと作用して内因性発

熱物質を形成放Ilけ る｡(2)これが視抹下部などの休軌湘

節粍矧 こ働きかける｡ (3)その紙光ふるえ,皮m血管収

約.代謝の印加などがおこる｡

Myers(1971)によるとアカゲザルの視床下部にチフ

スワクチンを放血注入 (0.5-1.2FLE)すると.1.5oC以

上の体温上昇がお こり.発熱の経過は数時間以上 に及

び,ネコやウサギの似合となんら差はないという｡とす

るとTPVの発熱性 がサルで弱いのは(8)の過程ではな

く.内因性発熱物Tfが脳の関門を通過し子uないためでは

なかろうかと考えられる｡(1)の過程については.サルが

以前にチフスに感放していたという可能性は少ないであ

ろう机 他の疾患による crosstoleranceの形成は考出

しなければなるまい.白血球の減少はサルにおいてもウ

サギと同様に見られるが,血小板の減少はサルではおこ

らないという (Sheagreneta1.,1967)｡霊長類のTP

vに対する不応性のTP.由は今後の免疫学的血桁学的研究

にまちたい｡いずれにしろニホンザルもTPV不応性に

関しては例外ではなかった｡
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サルの皮膚E!位活動の研究1)

新災良純 ･LLH的肪93･n治軒排 ･

奥田門- (早大 ･文 ･生JnJD班)

I.皮膚屯位反射波形の和盃

目的 性比叩相披.Fi;l性ItL相披.二相性班などのI,k店

TE位反射 (以下SPRと略す)を光113Lするヒトの代,pJ動

物として適当なサルの柾を見山すこと｡

方法 13托24雪穴のサルについて,飼育室で,刃三並電波

氾ポリレコーダEPR-3Tにより.自発性ならびに誘

発性SPRを測定したOその他の方法の詳細は前年度の

報告に同じ｡

結果 オナガザル科6頭,オマキザル科3乱 ショウ

I)第20回日本脳波学会総会,1971年発袈
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